
日
本
か
ら
の
参
加
者
が
最
多

第
一
八
回
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（International

Conference
on
Production

Research

）」
が
、

七
月
三
一
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で
、
南
イ
タ
リ
ア
の

サ
レ
ル
ノ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
は
こ
の
国
際

学
会
に
出
席
し
て
、
新
し
い
在
庫
理
論
「
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｍ
」

の
研
究
発
表
を
し
て
き
た
の
で
、
以
下
に
報
告
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
と
は
二
年
に
一
回
開
催
さ
れ
る
経
営
工

学
分
野
に
お
け
る
世
界
最
大
規
模
の
国
際
学
会
で
あ

る
。
当
初
は
機
械
工
学
や
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
を
含
む
自

動
化
技
術
等
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
生
産
技
術
を
中
心

と
し
て
い
た
が
、
一
九
七
七
年
の
東
京
開
催
以
降
、

生
産
管
理
な
ど
大
幅
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
を
取
り

込
ん
で
領
域
を
広
げ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
東
京
会
議
に
お
い
て
ト
ヨ
タ
自
動
車

が
「T

oyota
production

system
and
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第
18
回『
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
』
イ
タ
リ
ア
に
参
加
し
て

Ｔ
Ｓ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

勝
呂
隆
男

経
営
工
学
分
野
に
お
け
る
世
界
最
大
の
国
際
学
会
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
」
の
第
一
八
回
大
会
が
今

夏
、
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
最
新
動
向
を
始
め
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
や
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
す
る
数
多
く
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
大
会
に
日
本
か
ら
参
加
し
、
独

自
の
在
庫
理
論
を
発
表
し
た
筆
者
が
、
現
地
の
様
子
を
報
告
す
る
。

すぐろ・たかお 1985年、早稲田
大学大学院理工学研究科修士課程修
了。同年、東芝入社。生産技術研究
所勤務。99年独立。ＴＳＣコンサル
ティングを設立。現場改善やＳＣＭ
構築支援を中心としたコンサルティン
グ業務を数多く手掛ける。



K
anban

system
:M
aterialization

of
a
just-

in-tim
e
and

respect-for-hum
an
system

ﾓ

（Y
.SU
GIM
O
RI,K

.K
U
SU
N
O
K
I,F.CH

O
and

S.U
CH
IK
A
W
A

）」
と
題
し
、
初
め
て
「
Ｔ
Ｐ
Ｓ

（T
oyota

Production
System

）」
を
世
界
に
発

信
し
た
国
際
学
会
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

時
の
発
表
者
の
一
人
が
現
在
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
副
会

長
の
張
富
士
夫
氏
で
あ
っ
た
。
当
時
の
生
産
技
術
者

や
、
今
で
い
う
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
係
者
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｒ
に
駆
け
つ
け
て
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
を
研
究
し
た

と
い
う
。

今
年
の
イ
タ
リ
ア
大
会
は
、
ナ
ポ
リ
に
近
い
保
養

地
サ
レ
ル
ノ
で
開
催
さ
れ
た
。
七
月
三
一
日
夕
刻
に

サ
レ
ル
ノ
市
長
主
催
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
ー

が
サ
レ
ル
ノ
・
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
写
真

①
は
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
の
様
子
で
あ
る
。
会
場
に
は

日
本
か
ら
の
出
席
者
が
非
常
に
多
く
、
後
か
ら
確
認

し
た
と
こ
ろ
全
参
加
者
約
八
〇
〇
人
中
二
三
％
を
占

め
て
No.
１
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
前
述
の
東
京
大
会
以
降
の
運
営
で
は

（社）
日
本
経
営
工
学
会
を
中
心
と
す
る
日
本
勢
の
存
在

が
大
き
く
、
会
議
の
主
催
団
体
で
あ
る
「
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｒ

（International
Foundation

for
Production

Research

）」
の
ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー
に
は
複
数
の
日

本
人
研
究
者
が
名
を
連
ね
、
今
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｒ
理
事

会
で
は
金
沢
工
業
大
学
教
授
の
石
井
和
克
氏
が
副
会

長
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
野
に
お
い
て
日
本

が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

今
回
の
一
八
回
大
会
に
は
、
四
二
カ
国
か
ら
約
八

〇
〇
人
が
集
ま
り
五
〇
〇
件
近
く
の
発
表
が
な
さ
れ

た
。
四
日
間
の
口
頭
発
表
は
、
図
１
に
示
す
通
り
七

つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
か
ら
な
る
研
究
が
八
六
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
写
真
②
は
サ
レ
ル
ノ
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
、
写
真
③
は
大
学
内
に
設
置

さ
れ
た
参
加
者
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
、

写
真
④
は
大
会
の
事
務
局
の
置
か
れ
た
ホ
ー
ル
の
様

子
で
あ
る
。

筆
者
は
、「Session10

（Supply
C
hain

M
anagem

ent
1

）」
の
し
ん
が
り
を
務
め
、

「A
dvanced

Production
and

Inventory
M
anagem

ent

」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
か
ね

て
よ
り
提
唱
し
て
い
る
、
新
し
い
在
庫
理
論
「
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｍ
」
の
研
究
成
果
と
そ
の
適
用
例
の
紹
介
で
あ
る
。

そ
の
概
要
を
図
２
に
示
し
、
発
表
し
て
い
る
様
子
を

写
真
⑤
に
示
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
参
加
者
か
ら
の
関
心
が
高
く
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

途
中
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
聴
講
者
が
増
え
て
き
た
。
大

勢
の
聴
衆
を
前
に
緊
張
し
た
が
、「
安
全
在
庫
の
古

典
理
論
は
実
務
家
の
間
で
は
使
い
物
に
な
ら
な
い
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
い
う
く
だ
り
で
、
研

究
者
の
自
嘲
と
も
思
え
る
苦
笑
が
何
人
か
の
方
々
か

ら
漏
れ
る
の
が
見
え
た
あ
た
り
か
ら
、
ペ
ー
ス
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
た
。

「
需
要
を
ど
の
よ
う
な
理
論
分
布
で
と
ら
え
た
の

か
」、「
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｍ
の
適
用
で
き
る
製
品
・
市
場
・
業

種
は
ど
こ
か
」
等
々
、
か
な
り
つ
っ
こ
ん
だ
質
疑
応

答
が
活
発
に
行
わ
れ
、
最
後
に
は
チ
ェ
ア
マ
ン
のC.

O
'Brien

氏
か
ら
「Congratulation!

」
の
祝
福
を

受
け
て
、
充
実
し
た
発
表
の
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
う
。
最
後
の
祝
福
は
、
産
業
界
か
ら
の

発
表
と
い
う
こ
と
で
優
遇
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
新
し
い
方
法
論

産
業
界
か
ら
は
先
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
今
回
も
発

表
し
、
酒
井
浩
久
氏
が
「"Intelligence

T
PS,

K
ey
to
G
lobal

Production
Strategy

A
dvanced

Science
T
Q
M
:
T
PS-LA

S
M
odelU

sing
Process

LayoutCA
E
System

at
T
O
Y
O
T
A
"

（H
IR
O
H
ISA

SA
K
A
I
and

K
A
K
U
R
O
A
M
A
SA
K
A

）」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
新
し
い
方
法
論
に
つ
い
て
の
発

表
を
さ
れ
て
い
た
。

酒
井
氏
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
推
進
セ
ン
タ
ー
で
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ト
ヨ
タ
生
産
方
式
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
秘
密
兵
器

「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
開
発
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
で
は
か
ん

ば
ん
方
式
や
精
神
論
の
ト
ヨ
タ
式
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、

経
営
工
学
分
野
に
お
い
て
先
進
的
な
研
究
開
発
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
関
係
の
発
表
で
は
、「
①"S

u
p
p
ly

O
ptim

ization
for
the
Production

of
Raw

Sugar"

（

M
.G
runow

,
H
.-O
.G
nther,

R
.W
estinner

）」,
「
②"T

he
Inventory

M
anagem

ent
Study

by
using

R
adio

F
requency

Identification
System

"

（J.H
.K
uan,G.L.Lai,H

.L.Fu,S.W
.H
uang

）」,

「
③"C

apacity
D
ecision

of
Supply

C
hain

w
ith
Flexibility

of
Backw

ard
Integration"

（L.W
ang,L.Liu,Y

.W
ang

）」
な
ど
が
興
味
深
か

っ
た
。

①
は
砂
糖
生
産
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
最

適
化
研
究
、
②
は
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
を
活
用
し
た
在
庫
管
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発
事
例
、
③
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

上
の
能
力
決
定
に
関
す
る
基
礎
理
論
研
究
で
あ
る
。

②
は
台
湾
、
③
は
中
国
か
ら
の
発
表
で
、
生
産
分
野

で
は
ビ
ジ
ネ
ス
面
だ
け
で
な
く
学
術
面
で
も
中
国
人

の
活
躍
が
目
立
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
、
Ｉ
Ｅ
や
生
産
管
理
、
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
を
中
心
と
す
る
経
営
工
学
は
、
か
つ
て
欧
米

先
進
手
法
の
導
入
に
力
点
が
置
か
れ
、
研
究
者
の
活

動
も
欧
米
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
産
業
界
へ
の
啓

蒙
教
育
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
産
業
界
が
独

自
に
開
発
し
た
経
営
手
法
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
基
礎
的
な
研
究
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
は
、
生
産
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

Ｉ
Ｔ
化
の
流
れ
の
中
で
再
び
基
礎
的
な
理
論
研
究
に

期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
の
た

め
に
は
、
勘
と
経
験
で
は
な
く
普
遍
的
な
理
論
手
法

が
必
要
と
さ
れ
る
し
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
た
め
に
は

経
験
知
・
暗
黙
知
を
理
論
に
基
づ
く
形
式
知
に
置
き

換
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
開
発
の
新
し
い
在
庫
理
論
「
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｍ
」
も
、

実
践
経
験
を
ふ
ま
え
て
の
基
礎
理
論
の
見
直
し
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
、
日
本
経
営
工
学
会
に
お
け
る
研

究
交
流
活
動
が
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
七
月

一
五
日
付
け
で
特
許
が
成
立
し
、
需
要
予
測
誤
差
を

基
に
安
全
在
庫
を
算
出
す
る
計
画
生
産
対
応
機
能
と
、

需
要
の
曜
日
パ
タ
ー
ン
や
月
末
集
中
な
ど
を
考
慮
す

る
機
能
を
追
加
し
た
新
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
て
い
る
。

ユ
ー
ザ
ー
企
業
も
着
実
に
増
加
し
、
適
用
事
例
を
積

み
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
今

回
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
に
お
け
る
日
本
勢
の
健
闘
は
基
礎
研

究
分
野
か
ら
も
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
将
来
に
期
待

を
抱
か
せ
る
内
容
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

四
月
二
九
日
の
論
文
採
択
通
知
か
ら
三
カ
月
と
い

う
短
期
間
で
準
備
が
で
き
た
の
は
以
下
の
多
く
の

方
々
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
あ
る
。
青
山
学
院
大
学

名
誉
教
授
・
黒
田
充
氏
、
早
稲
田
大
学
教
授
・
吉
本

一
穂
氏
、
上
智
大
学
助
教
授
・
伊
呂
原
隆
氏
、
電
気

通
信
大
学
助
手
・
山
田
哲
男
氏
に
は
、
発
表
準
備
段

階
で
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
報
告
を
ま
と

め
る
に
あ
た
り
、
金
沢
工
業
大
学
教
授
・
石
井
和
克

氏
、
ソ
ニ
ー
生
産
戦
略
本
部
生
産
革
新
セ
ン
タ
ー

長
・
金
辰
吉
氏
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
貴
重
な
情

報
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

最
後
に
本
筋
と
は
離
れ
る
内
容
で
あ
る
が
、
八
月

初
旬
の
イ
タ
リ
ア
Ｔ
Ｖ
放
送
で
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
申
し
添

え
て
お
き
た
い
。
八
月
六
日
、
九
日
の
原
爆
記
念
日

と
前
後
し
て
、
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
連
日
の
ニ
ュ
ー
ス

や
一
時
間
枠
・
二
時
間
枠
の
特
集
番
組
で
歴
史
的
背

景
と
被
爆
の
実
態
、
そ
し
て
今
年
の
平
和
式
典
の
様

子
を
さ
か
ん
に
報
道
し
て
い
た
。
戦
後
六
〇
周
年
の

節
目
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
日
本
に
お
け

る
よ
り
も
多
い
報
道
量
に
驚
き
、
海
外
で
こ
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
と
、
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
し
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
く
付
記
し
た
次
第
で

あ
る
。
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